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「
発
災
翌
日
に
最
大
４
３
０
万
人
が

避
難
所
へ
、
２
７
０
万
人
が
親
族

・

知
人
宅
な
ど
へ
避
難
。
家
庭
内
と

公
的
備
蓄
で
計
６
３
４
０
万
食
と
13

億
３
０
０
０
万
リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
水
が

あ
る
が
、
１
週
間
で
９
６
０
０
万
食
、

飲
料
水
１
億
４
５
０
０
万
リ
ッ
ト
ル
が

不
足
す
る
。
被
災
地
内
外
で
の
買

い
占
め
、
道
路
の
渋
滞
や
寸
断
で

配
送
が
困
難
に
な
る…

」

　

―
―

こ
れ
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

と
首
都
直
下
型
地
震
に
よ
る
被
害

状
況
を
想
定
し
た
数
字
の
一
部
で

す

（
国
の
有
識
者
会
議
よ
り
。
２

０
１
４
年
３
月
）
。　

　

死
者

・
行
方
不
明
者
１
万
８
０
０

０
人
以
上
に
お
よ
ぶ
甚
大
な
被
害

を
出
し
た
東
日
本
大
震
災
発
生
以

降
、
関
東
地
方
を
は
じ
め
日
本
全

国
で
地
震
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い

ま
す
。
西
日
本
で
も
活
動
期
に
入

り
、
例
え
ば
、
静
岡
県
の
駿
河
湾

か
ら
九
州
東
方
沖
ま
で
続
く
深
さ

約
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
海
底
の
く

ぼ
み

（
南
海
ト
ラ
フ
）
で
は
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
７
～
８
級
の
地
震

が
繰
り
返
し
起
き
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

 　

国
が
発
表
し
た
最
大
規
模
Ｍ
９
．

１
の
地
震
の
被
害
想
定
で
は
、
最

悪
の
場
合
、
死
者
32
万
人
以
上
、

負
傷
者
約
62
万
人
、
経
済
的
損
失

約
２
２
０
兆
円
に
上
る
と
し
、
今
後

10
年
間
の
対
策
で
、
こ
の
被
害
の

数
字
を
８
割
減
ら
す
と
の
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

具
体
的
な
対
策
が
各
地
で
求
め
ら

れ
て
い
る
一
方
、
国
や
自
治
体
が

で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
人
が
助
か
る
た
め
の

対
策
の
基
本
は
、
日
本
で
暮
ら
す

一
人
一
人
が
防
災
へ
の
意
識
を
高

め
、
「
減
災
」
に
向
け
て
備
え
る
こ

と
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
４
カ
月

が
経
ち
ま
し
た
が
、
被
災
地
の
復

興
は
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
今
一
度
、

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
す

る
と
と
も
に
、
次
の
大
規
模
災
害

に
向
け
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、

東
日
本
大
震
災
で
培
っ
た
経
験
と

教
訓
を
生
か
し
、
今
、
次
の
災
害

に
向
け
た
準
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

今
月
の
マ
ン
ス
リ
ー

・
レ
ポ
ー
ト

で
は
、
６
月
15
日
に
愛
知
県
で
実

施
さ
れ
た
防
災
訓
練
と
、
「
民
軍

連
携
」
の
一
環
で
、
６
月
20
、
21

日
に
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
た
自
衛

隊
主
催
の
合
同
訓
練
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

愛
知
県
で
の
訓
練
は
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
支
援
活
動
で
シ

ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
と
連
携
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
愛
知
ネ
ッ
ト
」
が
主
催
。
シ
ビ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ス
が
愛
知
県
で
民
間
主
催

の
訓
練
に
参
加
す
る
の
は
震
災
後

初
と
な
り
ま
す
。

次
の
大
規
模
災
害
に
備
え
て
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備えあれば憂いなしーー次に来たるべき災害に備えて、

6 月 15 日、 愛知県で防災訓練が実施されました。

初夏の日差しがまぶしい青空の下、 シビックフォースは、

ＮＰＯ「オールラウンドヘリコプター」 と亀田総合病院と協

力して、 医師を乗せたヘリを被災地に急行させる訓練を

展開しました （6 月 15 日撮影＠愛知県岡崎市）

備えあれば憂いなしーー次に来たるべき災害に備えて、

6 月 15 日、 愛知県で防災訓練が実施されました。

初夏の日差しがまぶしい青空の下、 シビックフォースは、

ＮＰＯ「オールラウンドヘリコプター」 と亀田総合病院と協

力して、 医師を乗せたヘリを被災地に急行させる訓練を

展開しました （6 月 15 日撮影＠愛知県岡崎市）



亀
田
病
院
、
Ａ
Ｒ
Ｈ
と
連
携

空
か
ら
医
師
を
派
遣

　

「
１
団
体
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、

た
く
さ
ん
の
人
や
知
恵
を
集
結
で

き
れ
ば
打
開
で
き
る
」
。
そ
ん
な

思
い
で
災
害
時
の
支
援
活
動
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
続
け
て
き

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
愛
知
ネ
ッ
ト
」
（
愛
知
県

安
城
市
）
が
、
６
月
15
日
、
愛
知

県
岡
崎
市
で

「
愛
知
ネ
ッ
ト
創
立

15
周
記
念
事
業
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
防

災
デ
ー
２
０
１
４
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
、
シ
ビ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
や
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
医
療

機
関
、
企
業
な
ど
９
団
体
約
１
０

０
人
。

　

東
南
海
地
震
を
想
定
し
、
各
団

体
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
、
避
難

用
テ
ン
ト
の
設
置
や
災
害
救
助
犬

に
よ
る
捜
索
活
動
、
応
急
手
当
、

炊
き
出
し
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
な
か
で
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス

は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
活
動

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」
と
亀
田

総
合
病
院

（
千
葉
県
鴨
川
市
）

と
連
携
し
、
医
師
を
乗
せ
た
ヘ
リ

を
、
気
仙
沼
か
ら
同
病
院
経
由

で
被
災
地
に
急
行
さ
せ
る
訓
練
を

展
開
。
３
者
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

遠
隔
地
か
ら
医
師
や
資
機
材
、

物
資
を
被
災
地
に
輸
送
す
る
と
と

も
に
、
空
か
ら
被
害
状
況
を
確

認
し
い
ち
早
く
情
報
を
伝
え
る
こ

Monthly Topics
Civic Force の複数の事業
の中から、 注目のトピック

をお知らせします。

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
ヘ
リ
の
給
油
訓
練

も
実
施
し
、
公
的
な
給
油
施
設
の

な
い
場
所
で
も
給
油
が
で
き
る
よ

う
な
運
航
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
民
間
の
遠
隔
地
連

携
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、
初
動
の
機
動
力
が
大
切
で
す
。

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
企
業
と
の

災
害
時
協
力
の
た
め
、
事
前
の
協

定
締
結
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
防
災
事
業

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　

ア
ジ
ア
各
国
の
災
害
支
援
団
体

と
協
力
し
て
大
規
模
な
災
害
に
備

え
る

「
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク　

ア

ラ
イ
ア
ン
ス
」
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
４
、

５
月
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
（Co

n
s
o
rtiu

m
 o

f 

H
u
m

an
itarian

 A
ge

n
c
ie

s

）
」
と
協

力
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
南
部
の
ハ
ン
バ

ン
ト
タ
県
で
、
初
め
て
防
災
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
県
は
、
２
０
０
４
年
の
津
波
で

大
き
く
被
害
を
受
け
た
地
域
の
一

つ
で
す
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
防
災

能
力
向
上
を
目
的
に
開
始
し
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
防
災
能
力
強

化
事
業
」
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
、

防
災
行
政
に
携
わ
る
地
方
公
務
員

な
ど
66
人
が
参
加
。
４
月
に
は
災

害
救
援
や
人
道
支
援
の
現
場
で
守

ら
れ
る
べ
き
指
標

「
ス
フ
ィ
ア
・
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
入
門
知
識
を
習

得
し
た
ほ
か
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
政
府
の
防
災
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
は
地
方
公
務
員

だ
け
で
な
く
、
地
区
の
防
災
委
員
、

村
長
や
若
者
リ
ー
ダ
ー
な
ど
56
人

が
参
加
し
、
洪
水
や
強
風
と
い
っ

た
自
然
災
害
か
ら
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
の
家
づ
く
り
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
ま
し
た
。

海
外
で
の
連
携
支
援
を
想
定

自
衛
隊
の
訓
練
に
参
加

  

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
６
月
20
、

21
日
、
岡
山
県
奈
義
町
に
あ
る
陸

上
自
衛
隊
の
日
本
原
演
習
場
で
開

催
さ
れ
た
災
害
時
連
携
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
近
海
で
地

震
が
発
生
し
、
沿
岸
の
町
が
大
津

波
に
襲
わ
れ
た
想
定
で
実
施
。
国

際

機

関
、
外

務

省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

米
軍
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
約
20
人
が
、

「
ク
ラ
ス
タ
ー
会
議
」
の
演
習
を

行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
会
議

と
は
、
混
乱
す
る
災
害
の
現
場
で

支
援
関
係
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
支
援

活
動
を
展
開
す
る
た
め
、
保
健
、

衛
生
な
ど
分
野
別
に
開
か
れ
る
会

議
で
、
支
援
の
ズ
レ
や
重
複
を
な

く
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
避
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
物
資
を
配
布
中
と
い

う
想
定
で
、
国
連
世
界
食
糧
計
画

（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
が
議
長
役
を
務
め
る
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
会
議
に
参
加
。
空

港
や
港
の
復
旧
、
臨
時
倉
庫
の
設

置
な
ど
共
有
さ
れ
た
情
報
に
基
づ

き
、
要
望
を
伝
え
、
自
衛
隊
や

米
軍
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

地域の NPO や医療機関などから約 100 人
が参加し、 避難テントの設置や応急手当
などの訓練を実施

な　

ぎ

 パネルディスカッション＠東海地方

災害時の連携のあり方とは

　

　訓練に先立ち、 東日本大震災など大規模災害

において支援活動を展開した関係者によるパネ

ルディスカッションが行われました。 シビック

フォース代表理事の大西健丞は、 東日本大震

災の経験を踏まえ、 災害時における民間ヘリの

効果的運用について説明しました。 このほか、

亀田総合病院の小松秀樹副院長、 愛知ネット

の天野理事長などが登壇し、 災害支援活動の

実績を報告するとともに、 東海地方での大規模

災害が発生した際の連携のあり方など今後の取

り組みについて意見を交わしました。

けんすけ



中長期復興支援事業

NPO パートナー協働事業

Civic Force では、 支援活動の中で見えてきた被災地の課題解決に向けて、 2012 年夏から 「中長期復興支援事業」 を続けて
きました。 各事業の進捗状況をご報告します。 なお、本事業の一部は 8 月末で終了または支援方法の変更を予定しています。
詳細は随時お知らせします。 http://www.civic-force.org/emergency/higashinihon/choki/

■観光再生プロジェクト　
～ “訪れたいまち” に向けた官民協働の仕組みづくり
宮城県気仙沼市が復興重点事項に掲げる “観光” の戦略立

案をサポート。 2013 年 7 月には一般社団法人 「リアス観光

創造プラットフォーム」 の立ち上げに参画。 現在 HP 制作、

理事会や部会への参加などを通じて継続支援中

■命をつなぐ翼プロジェクト　
～ヘリを活用した緊急医療搬送支援
震災以前から医療過疎が進む沿岸被災地で、 医療搬送用ヘ

リを導入し、 高度医療機関へのアクセス改善を目指す。 2013 

年 10 月の本格運航開始後、 要請に応じて患者を搬送。 行政

と連携した防災訓練のほか、 より多くの医療機関などと連携

体制を構築できるよう調整中

■共 “還” まちづくりプロジェクト　
～地域発 ・ 住まいとしごとの創造的復興チャレンジ支援
被災地で生まれた NPO や自治体と協力し、 地域の新しいま

ちづくりや、 これからまちづくりを進めていく地域で専門家派

遣や人材育成などを支援

■夢を応援プロジェクト　
～奨学金 × 地域発の教育プログラムで若者サポート
東日本大震災の影響で就学継続が困難な状況にある被災地

の高校生が社会人になるまで、 月 3 万円の奨学金を給付。

今夏、 社会起業家 ・ NPO 研修や奨学生交流会を予定

きょうかん

Civic Force の活動は、

  多くの企業や NPO、 行政  

   　などの皆様に支えられ　

　　　　ています。

      　　　パートナーからの

       　　　 旬のメッセージを  

　　　　　　      お届けします。

（
Ｐ
２
参
照
）
は
、
緊
急
時
に
企
業
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間

が
連
携
し
、
緊
急
支
援
体
制
の
構

築
を
図
る
目
的
で
、
初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
合
言
葉
は

「
１
億
総

レ
ス
キ
ュ
ー
」
。
災
害
時
の
救
難

・

救
助
の
た
め
に
は
、
「
困
っ
た
と
き

は
お
互
い
様
」
の
気
持
ち
で
、
１

億
を
越
え
る
皆
が
助
か
る
こ
と
を

願
い
、
常
日
頃
か
ら
準
備
、
訓
練

を
行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
１

団
体
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、

た
く
さ
ん
の
人
や
叡
智
を
集
結
す

れ
ば
打
開
で
き
ま
す
。
ま
た
、

近
隣
地
域
が
被
災
し
て
も
、
遠
隔

地
へ
の
連
携
が
確
保
さ
れ
て
い
れ

ば
、
心
強
い
。
こ
う
し
た
知
恵

・

つ
な
が
り
・
協
働
力
が
、
災
害
時

の

「
生
き
る
チ
カ
ラ
」
に
つ
な
が

る
の
で
す
。

　

平
時
か
ら
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

災
害
時
に
最
大
限
の
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
訓
練
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

被災した人々が地域の復興に向けて主体的に取り組む事業をサポートしています。

2011 年 4 月からこれまでに 37 団体と 49 事業を実施。 2014 年 7 月現在、 2 件の事業を展開中です。

http://www.civic-force.org/emergency/higashinihon/npo/

■リアス観光創造プラットフォーム ： 気仙沼市の観光戦略を具現化するため、 パイロット事業などを実施中

■nina 神石高原 ： 福島の被災者に対し広島県への集団避難と移転先でのコミュニティ維持再生を支援

2014 年 7 月 11 日現在実施中の東北支援事業の一部をご報告します。

NPO 愛知ネット理事長

天野　竹行 さん

わ

木質バイオマスの利用を通じて持続的な社会の構築を目指すプログラム。

地元企業や NPO と協力し、 個人林業者の育成や木材集積場の運営、

地域通貨の試験的利用の面でサポート

■緑の “環” プロジェクト　
～持続可能な林業と木質バイオマス活用を通じて地域を活性化

「愛知ネット創立 15 周年記念事業フレ
ンドシップ防災デー 2014」 に、大西 （右）
とともに登壇する天野さん （左）

　

９
月
８
日
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

地
が
東
京
に
決
ま
り
ま
し
た
。
被

災
地
の
復
興
加
速
を
視
野
に
入
れ

た
招
致
活
動
は
、
福
島
で
生
活
す

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
意

義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
私
た
ち
福
島
大
学
の

学
生
は
青
森
か
ら
東
京
ま
で
の
道

の
り
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
自
転
車
で
結

ぶ

「
未
来
へ
の
道
１
０
０
０
km
縦
断

リ
レ
ー
」
に
参
加
し
、
東
北
の
ラ

ン
ナ
ー
を
集
め
福
島
開
催
を
盛
り

上
げ
る
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
き
っ

か
け
は
、
２
０
１
３
年
２
月
に
開
催

　

愛
知
ネ
ッ
ト
は
、
防
災

・
災
害

救
援
を
目
的
に
１
９
９
９
年
に
設
立

さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。
豪
雨
災
害

や
地
震
な
ど
で
の
災
害
救
援
活

動
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

情
報
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
震
災
前
か

ら
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
シ
ビ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
と
協
働
し
、
岩
手
県
大

船
渡
市
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
な

ど
に
臨
床
心
理
士
を
派
遣
す
る
心

の
ケ
ア
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
に
実
施
し
た

「
愛
知

ネ
ッ
ト
創
立
15
周
記
念
事
業
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
防
災
デ
ー
２
０
１
４
」

合言葉は 「１億総レスキュー」

たけゆき



お知らせ

「
次
へ
の
備
え
」
を

皆
様
と
と
も
に

　

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
現
在
、

次
の
大
規
模
災
害
発
生
に
備
え
、

平
時
か
ら
よ
り
多
様
な
企
業
や
団

体
と
の
連
携
関
係
の
構
築
に
努
め
て

い
ま
す
。
法
人
賛
助
会
員
と
し
て

次
の
災
害
に
向
け
た

「
備
え
」
の

活
動
を
、
一
緒
に
支
え
て
く
だ
さ

い
。

h
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-
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m
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m
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rsh
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１
日
33
円
か
ら
で
き
る
こ
と

　

次
の
大
規
模
災
害
に
向
け
、
平

時
か
ら
備
え
て
お
く
た
め
に
、
皆

様
の
力
が
必
要
で
す
。
マ
ン
ス
リ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
毎
月
定
額

（
１
０
０
０
円
単
位
）
を
ご
寄
付
い
た

だ
く
形
で
、
大
規
模
災
害
に
と
も

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

■
銀
行

：
三
井
住
友
銀
行　

青
山

支
店　

普
通　

6
9
5
3
9
6
4

■
ゆ
う
ち
ょ
：00

1
4
0
-
6
-
3
6
1
8
0
5

　

（
上
記
い
ず
れ
も
口
座
名
義
は

「ｺｳ

ｴ
ｷ

ｼ
ｬ
ﾀ
ﾞﾝ

ﾎ
ｳ

ｼ
ﾞﾝ

　

ｼ
ﾋ
ﾞｯ

ｸ
ﾌ
ｫ
ｰ

ｽ

」

で
す
）

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
：
Ｈ
Ｐ
「
オ
ン

ラ
イ
ン
募
金
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。

h
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_type
=
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n
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↓

↓

①スマートフォンから

「かざして募金」 のアプリをダウンロード 

②アプリを起動し、

シビックフォースのロゴ画像にかざす 

③寄付金額の単位は 100 円、 500 円、 1,000 円、

3,000円、5,000円、10,000円。 設定金額から選択し、

確認ボタンをクリック。

　　　　　　寄付完了！
スマートフォンを使用した募金のプラットフォームは日本初の試みです。

アプリのリリースによって、 ソフトバンクモバイル以外の方も気軽に募

金できるようになりました。

↓

アプリの使い方

奨
学
生
の
作
文
を
掲
載

被
災
し
た
学
生
の
「
今
」

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩

手
・
宮
城
・
福
島
３
県
の
学
生
を
、

奨
学
金
と
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
支
援
す
る

「
夢
を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
。
奨
学
生
か
ら
届
い
た
作

文
の
一
部
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随

時
公
開
中
で
す
。
震
災
を
経
験
し

た
学
生
た
ち
の

「
今
」
を
伝
え
て

い
ま
す
。

h
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ス
マ
ホ
で
簡
単
募
金

ア
プ
リ
の
配
布
ス
タ
ー
ト

　

月
々
の
携
帯
電
話
の
利
用
料
金

の
支
払
い
と
一
緒
に
寄
付
で
き
る

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
の

「
か
ざ

し
て
募
金
」
。
１
０
０
円
か
ら
気
軽

に
寄
付
で
き
、
毎
月
定
額
寄
付
も

可
能
で
す
。

　

６
月
９
日
か
ら
ｉ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
の

配
布

（
無
料
）
も
始
ま
り
、
合
わ

せ
て

「
か
ざ
し
て
募
金
」
登
録
団

体
に
総
額
１
５
０
万
円
を
寄
付
す

る

「
ハ
ー
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
（
９
月
30
日
ま
で
）
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
付
回
数
に
応

じ
て
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
が

追
加
で
登
録
団
体
に
寄
付
す
る
取

り
組
み
で
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
。

　

　

ダウンロードはこちらから

iOS アプリ
アンドロイド

アプリ

https://twitter.com/civicforce

http://www.youtube.com/civicforceorg

https://www.facebook.com/civicforce

http://www.civic-force.org/mailmag/

「
次
へ
の
備
え
」
は

企
業
の
皆
様
と
と
も
に

　

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
現
在
、

次
の
大
規
模
災
害
発
生
に
備
え
、

平
時
か
ら
よ
り
多
様
な
企
業
や
団

体
と
の
連
携
関
係
の
構
築
に
努
め
て

い
ま
す
。
法
人
賛
助
会
員
と
し
て

活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
い
。
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「
次
へ
の
備
え
」
は

企
業
の
皆
様
と
と
も
に

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
現
在
、

次
の
大
規
模
災
害
発
生
に
備
え
、

平
時
か
ら
よ
り
多
様
な
企
業
や
団

体
と
の
連
携
関
係
の
構
築
に
努
め
て

　

１
日
１
回
１
ク
リ
ッ
ク

　

１
日
１
回
１
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で

で
き
る
社
会
貢
献
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
各
企
業
様
の
ご
協
力
に
よ

り
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
気
軽
に
ク

リ
ッ
ク
募
金
が
で
き
ま
す
。

■
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ピ
ー
プ
ル
基
金
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■
Ｐ
Ｓ
Ｃ
ク
リ
ッ
ク
募
金
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■
「go

o
ddo

（
グ
ッ
ド
ゥ
）
」

　

h
ttp:/

/
bit.ly/

1
7
X
r7

N
3

■
Ｅ
Ｃ
ナ
ビ 

ク
リ
ッ
ク
募
金

h
ttp:/

/
po
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c
n
avi.jp/
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n
d/

bc
/

※

毎
月
11
日
前
後
に
発
行
し
て
い
る

マ
ン
ス
リ
ー

・
レ
ポ
ー
ト
は
、

h
ttp
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/
c
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-
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e
.o
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n
e
w

s/
m

o

n
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か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


